
アンティアンティの夢とロマンから実現した傑作、

王妃の名残 /SOUVENIR DE MARIE。

王室付調香師もいたほど香水を愛用した王妃のために

時空を超えて捧げる想いで調香した香りは、

数多くの文献をもとに 18 世紀当時の原材料や製法、

王妃の嗜好を分析し、制作されました。

幾千もの花々が咲き誇る庭をイメージしたこの高貴なる香水には、

当時から希少なローズセンティフォリア、アイリス、ジャスミン、

ナルシス、ミモザ、ジョンキル、ラベンダー、バニラ、サンダルウッド、

オレンジフラワー、バイオレット、チュベローズ、カーネーション、

クローブピンク等といった100%天然香料が惜しげもなく使用されています。

ロマンティックで温かみのあるフローラルの香調は、

気品と優雅さの中に自然体で愛くるしい真の王妃の姿を想わせるよう。

 

18 世紀のフランスの歴史そのものを感じさせるロマン溢れる香水です。

マリー・アントワネットが終世こよなく愛した

ベルサイユ宮殿の離宮、

プチトリアノンの庭を 1瓶にとじこめた香水。

冬季限定にて予約受付開始！

王妃の名残

PARFUM

20ml ¥105,000 円（税込）
香調：フローラル・フローラル

Souvenir de Marie

【冬季限定香水】

※写真はイメージです。実際の商品とはパッケージが多少異なる場合があります。

※数量限定生産となります。

※発売は2011年11月中旬頃を予定しています。
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